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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 719 △6.5 △67 ― △66 ― △18 ―

29年3月期第1四半期 769 △3.4 △84 ― △82 ― △81 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　△60百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　△95百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 △4.45 ―

29年3月期第1四半期 △18.68 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 6,419 5,474 85.3

29年3月期 6,593 5,838 88.5

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 5,474百万円 29年3月期 5,838百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 0.00 ― 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,690 △0.2 85 227.4 88 210.7 52 ― 12.23

通期 3,554 2.9 344 91.5 350 89.8 206 228.8 48.29

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 4,536,000 株 29年3月期 4,536,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 401,212 株 29年3月期 250,712 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 4,225,750 株 29年3月期1Q 4,346,826 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善などを背景に概ね緩やかに回復し

ました。しかし、中小企業を中心とする人手不足への懸念や、米国のトランプ政権の政策運営など海外政治情勢の

不透明感から景気の先行きは依然として不透明な状況であります。

学習塾業界におきましては、少子化の影響で市場の停滞が続くなか、顧客の学習塾選別の目がさらに厳しくなっ

ており、資本・業務提携等の動きが続いております。大学入試制度改革や教材の電子化等が進んでおり、新たな入

試ノウハウや教材化等の対応を迫られております。

こうしたなか、当社グループにおきましては、「体験と学習」の実践の場として理科実験授業や農業体験等を積

極的に進めることと並行して既存教室の生産効率の見直しを徹底してまいりました。また、インターネットを活用

した会員数増加のための仕組みづくりに取り組んでおります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高７億19百万円(前年同期比50百万円減)となりました。

利益面につきましては、営業損失67百万円(前年同期は営業損失84百万円)、経常損失66百万円(前年同期は経常損

失82百万円)、親会社株主に帰属する四半期純損失18百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失81百万

円)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(教育事業)

子会社である株式会社螢雪ゼミナールを含む当第１四半期連結累計期間の平均生徒数は6,065名(前年同期比1.3％

増)となりました。この結果、売上高は４億77百万円(前年同期比10百万円増)となり、セグメント損失は45百万円

(前年同期はセグメント損失54百万円)となりました。

(スポーツ事業)

スポーツ事業につきましては、子会社である株式会社日本体験センターを含む当第１四半期連結累計期間の平均

生徒数は8,097名(前年同期比20.7％減)となり、売上高は１億45百万円(前年同期比45百万円減)、セグメント利益は

２百万円(前年同期比14百万円減)となりました。

(飲食事業)

添加物・保存料を使用しない弁当の宅配事業を展開しており、当第１四半期連結累計期間の売上高は56百万円(前

年同期比５百万円減)、セグメント損失は18百万円(前年同期はセグメント損失14百万円)となりました。

(その他)

バスケット教室事業・農業事業・中古ゴルフクラブ販売事業及び焼肉店事業等を行っており、当第１四半期連結

累計期間の売上高は40百万円(前年同期比10百万円減)、セグメント損失は６百万円(前年同期はセグメント損失32百

万円)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(流動資産)

当第１四半期連結会計期間末における流動資産合計は53億５百万円(前連結会計年度末比92百万円減)となりまし

た。

これは主に、現金及び預金が94百万円減少したことによるものであります。

(固定資産)

当第１四半期連結会計期間末における固定資産合計は11億13百万円(前連結会計年度末比82百万円減)となりまし

た。

これは主に、投資その他の資産が86百万円減少したことによるものであります。

(流動負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債合計は８億30百万円(前連結会計年度末比２億４百万円増)となり

ました。

これは主に、その他(前受金)が１億10百万円増加したことと、短期借入金が60百万円増加したことによるもので

あります。

(固定負債)

当第１四半期連結会計期間末における固定負債合計は１億14百万円(前連結会計年度末比15百万円減)となりまし

た。

これは主に、繰延税金負債が17百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は54億74百万円(前連結会計年度末比３億63百万円減)となりま

した。

これは主に、配当金の支払い等により利益剰余金が１億90百万円減少したことと、自己株式の取得により純資産

合計が１億32百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期において、主力事業であるスポーツ事業の平均生徒数実績が、予想比367名減少（△4.3％）と予想

を下回る水準で推移いたしました。費用面については、コスト削減に努め、昨年対比減少しておりますが、連結売

上高及び連結営業利益等は予想を下回る水準となりました。なお、平成29年６月29日に開示した投資有価証券売却

益（特別利益）の計上について、見込額76百万円のうち、当第１四半期連結累計期間中に、65百万円を計上してお

ります。

第２四半期以降、生徒数増加のためのインターネット活用を含めた各種対策や講習会の販売強化等の対策を図る

とともに、コスト削減に努めることにより、第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、共に、

前回公表数値と同額を予想しておりますが、投資有価証券売却益（特別利益）の計上を含め、業績予想の修正が必

要と判断される場合には速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,135,268 5,041,149

受取手形及び売掛金 15,858 14,071

商品及び製品 113,158 99,316

原材料及び貯蔵品 13,967 12,818

その他 119,313 138,083

流動資産合計 5,397,566 5,305,440

固定資産

有形固定資産 331,359 331,841

無形固定資産 35,846 39,203

投資その他の資産 828,922 742,790

固定資産合計 1,196,128 1,113,835

資産合計 6,593,695 6,419,275

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 34,069 22,855

短期借入金 250,000 310,000

未払法人税等 36,868 12,194

賞与引当金 55,737 94,404

その他 248,635 390,632

流動負債合計 625,310 830,087

固定負債

退職給付に係る負債 76,018 77,579

資産除去債務 16,244 17,325

繰延税金負債 24,657 6,812

その他 12,803 12,543

固定負債合計 129,723 114,261

負債合計 755,033 944,348

純資産の部

株主資本

資本金 212,700 212,700

資本剰余金 29,700 29,700

利益剰余金 5,758,767 5,568,540

自己株式 △238,853 △370,992

株主資本合計 5,762,314 5,439,948

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 57,920 17,276

為替換算調整勘定 18,426 17,701

その他の包括利益累計額合計 76,347 34,978

純資産合計 5,838,661 5,474,926

負債純資産合計 6,593,695 6,419,275
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 769,397 719,175

売上原価 599,412 546,529

売上総利益 169,985 172,645

販売費及び一般管理費 254,013 240,238

営業損失（△） △84,028 △67,592

営業外収益

受取利息 248 258

受取配当金 1,488 1,701

受取賃貸料 469 419

その他 534 253

営業外収益合計 2,741 2,633

営業外費用

支払利息 858 854

投資有価証券評価損 － 711

その他 44 1

営業外費用合計 902 1,567

経常損失（△） △82,189 △66,526

特別利益

投資有価証券売却益 － 65,884

特別利益合計 － 65,884

特別損失

固定資産除却損 748 1,278

特別損失合計 748 1,278

税金等調整前四半期純損失（△） △82,937 △1,920

法人税等 △1,732 16,894

四半期純損失（△） △81,205 △18,815

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △81,205 △18,815
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純損失（△） △81,205 △18,815

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11,623 △40,643

為替換算調整勘定 △2,335 △725

その他の包括利益合計 △13,959 △41,368

四半期包括利益 △95,164 △60,184

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △95,164 △60,184

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（損失）に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。
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（セグメント情報等）

　Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント その他

(注)1

(千円)

合計

（千円）

調整額

(注)2

(千円)

四半期連結損益

計算書計上額

(注)3

(千円)

教育事業

(千円)

スポーツ事業

(千円)

飲食事業

(千円)

計

(千円)

売上高

外部顧客に
対する売上高

466,842 191,069 61,597 719,510 49,887 769,397 － 769,397

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － － 1,080 1,080 △1,080 －

計 466,842 191,069 61,597 719,510 50,967 770,478 △1,080 769,397

セグメント利益又
は損失（△)

△54,037 16,885 △14,448 △51,599 △32,428 △84,028 － △84,028

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バスケット教室事業・農業事業

及び焼肉店事業等を含んでおります。

２．調整額はセグメント間取引の消去であります。

３．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

　Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント その他

(注)1

(千円)

合計

（千円）

調整額

(注)2

(千円)

四半期連結損益

計算書計上額

(注)3

(千円)

教育事業

(千円)

スポーツ事業

(千円)

飲食事業

(千円)

計

(千円)

売上高

外部顧客に
対する売上高

477,448 145,729 56,590 679,767 39,407 719,175 － 719,175

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － － 818 818 △818 －

計 477,448 145,729 56,590 679,767 40,225 719,993 △818 719,175

セグメント利益又
は損失（△)

△45,125 2,095 △18,101 △61,130 △6,461 △67,592 － △67,592

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バスケット教室事業・農業事

業・中古ゴルフクラブ販売事業及び焼肉店事業等を含んでおります。

２．調整額はセグメント間取引の消去であります。

３．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

決算短信（宝印刷） 2017年07月25日 11時47分 10ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）




